
流域治水協議会の取組について 

（１）流域治水プロジェクト 2.0・自分事化に向けた取組のフォローアップ

資料４ 



MIZBE

DX

-1-



-2-



P

P

P

-3-



-4-



DX
BIM/CIM

-5-



農地・農業⽤施設の活⽤ 流出抑制対策の実施 ⽴地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

⾼齢者等避難の
実効性の確保

⼭地の保⽔機能向上および
⼟砂・流⽊災害対策

戦後最⼤洪⽔等に対応した
河川の整備（⾒込）

整備率：90％
（令和７年度末時点）

2市町村
（令和６年度実施分）

0施設 （令和７年度実施分）

17箇所

（令和７年度完成分）
※施行中 22施設

5施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和７年１２月末時点）

2市町村 （令和８年３月末時点）

56河川

（令和８年３月末時点）

18団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和７年９月末時点）

51施設

（令和５年１月１日時点）

3市町村

避難確保
計画

285施設
土砂

洪水

内水浸水想定
区域

関川川水系流域治水プロジェクト2.0【流域治水の具体的な取組】
～田園と都市と一体となった流域治水対策の推進～ R8.4月更新

被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

・街づくりと一体となり保倉川放水路を整備することで保倉川お
よび関川下流域の氾濫リスクを低減する

・市町村など関係機関が開催している水防実働訓練や小中学校
における水災害教育の支援の枠組みなどを利用し、マイ・タイム
ライン作成の普及促進・支援を行っていく

・関川・姫川の水防関係の機関（新潟県、上越市、糸魚川市、妙
高市等）による水防演習ではマイタイムライン作成支援の「逃げ
キッド」を参加者に配布し普及を図っている

・流域の上越市及び妙高市では地区毎の浸水リスクを分析・
対応した土地利用を行うことで水害につよいまちづくりを進め
るため、立地適正化計画の策定や見直し等検討をおこなう

立地適正化計画の見直し等検討 マイ・タイムライン作成の普及促進・支援

保倉川放水路整備

（都市計画審議会の様子：妙高市）

（ＧＩＳのイメージ：上越市）

（防災訓練での普及活動：信濃町）

・GISに蓄積した水害実績データを使用し、不動産業者へ水

害実績を情報提供することで、水害リスクの高い地域を認識
できるようにしている。

ＧＩＳを活用した不動産業者への水害実績の情報提供

（笹ヶ峰ダム）

利水ダムの事前放流

・利水ダムにおいて事前放流への協力体制を構築し洪水調節
効果を期待する

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（ワークショップでの普
及活動：上越市）
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農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施 立地適正化計画における
防災指針の作成

避難のための
ハザード情報の整備

（概ね５か年後）

高齢者等避難の
実効性の確保

山地の保水機能向上および
土砂・流木災害対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備（見込）

整備率：95％
（令和７年度末時点）

1市町村
（令和６年度実施分）

0施設 （令和７年度実施分）

5箇所

（令和７年度完成分）
※施行中 27施設

1施設

治山対策等の
実施箇所

砂防関連施設の
整備数 （令和７年１２月末時点）

1市町村 （令和８年３月末時点）

27河川

（令和８年３月末時点）

2団体

洪水浸水想定
区域

個別避難計画

（令和７年９月末時点）

35施設

（令和５年１月１日時点）

2市町村

避難確保
計画

99施設
土砂

洪水

内水浸水想定
区域

姫川水系流域治水プロジェクト2.0【流域治水の具体的な取組】
～流域全体で“難治の川”姫川を治める～ R8.4月更新

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

・新潟県および長野県では土砂災害警戒区域等の認知度
を更に向上させるため「土砂災害警戒区域等を示した標識
」を設置し地域住民が常日頃から土砂災害のリスクを意識
して避難や対策に利用できるようにする

・新潟県及び長野県、森林管理署、森林整備センター等で
は間伐、植栽等の森林整備・保全を継続して行い、流出の
抑制や土砂災害を防止する

・流域の糸魚川市や白馬村では地区毎の浸水リスクを分析
・対応した土地利用を行うことで水害につよいまちづくりを進
めるため、立地適正化計画の策定や見直し等検討をおこな
う

立地適正化計画の策定 土砂災害リスク情報の現地表示

森林整備・保全

間伐

急流河川対策

・急流河川の姫川は河床低下に対する護岸の根継や堤防
が未整備な個所の堤防強化、河道掘削に取り組む （イメージ：長野県）

（策定委員会から原案報告：白馬村）（根継ぎ護岸施工状況）

-17-



#1

-18-



#2

-19-



#3

-20-



#4

-21-



#5

-22-


	01_次第_減災協-流域治水協議会
	02_出席者報告【減災対策協議会】
	03_出席者報告【流域治水協議会】
	04_資料１
	資料１_01_減災対策協議会と流域治水協議会の今後の進め方について
	資料１_02_関川・姫川減災対策協議会・流域治水協議会　構成員一覧_会議後修正【260415修正】

	05_資料２-１
	06_資料２-２
	07_資料３-１
	資料３-１_01_鏡_減災対策協議会
	資料３-１_02_令和7年度の主な取組紹介資料

	08_資料３-２
	資料３-２_02_減災対策協議会取組方針フォローアップ資料

	09_資料３-３
	資料３-３_02_関川・姫川流域の減災に係る取組方針（案）_会議後修正

	10_資料４
	11_資料５-１
	12_資料５-２
	13_資料６
	14_資料７
	15_資料８
	03 sekikawa_naigai_risuku00
	03 himekawa_naigai_risuku00

	16_資料９
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



